　　

基礎調査結果の概要

１．入善町の概況

【自然環境特性】

本町の自然環境特性は、県内では最も年間日照時間が長い地域に含まれており、日照環境には比較的恵まれています。年平均風速は3.9m/sで、年間を通して3～4m/sの風が吹いています。また、同様に県内他地域と比べ、年間平均気温が暖かいのも特徴です。町内面積の半分以上の土地が田んぼとして利用されており、豊富な水の恵みを受けての稲作が盛んです。

	[image: image1.emf]4

4.4

4.6

4.2

4.3

3.2 3.2

3.3

3.4

3.8

4.2

4.6

15 15

11

14

13

12

15

14

15

16 16

16

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月

（m/s）

平均 最大


	[image: image2.emf]1,215

1,483

1,504

1,290

1,648

1,561

1,600

1,616

1,589

0

500

1000

1500

泊

（

入

善

）

魚

津

富

山

伏

木

氷

見

上

市

八

尾

砺

波

南

砺

高

宮

時間



	2007年の月平均風速と最大風速*1)

（気象庁アメダスデータより）
	富山県内の日照時間*1)

（気象庁アメダスデータより）
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	平均気温・最高気温・最低気温の平年値*1)

（気象庁アメダスデータより）
	入善町の土地利用状況

統計にゅうぜん（税務課固定資産概要調書）


  *1)入善町に最も近い泊観測点のデータを入善町のデータとした

【社会特性】

　社会特性では、人口はやや減少傾向にありますが世帯数は増加しています。また、年齢別の人口推移では14歳以下の年少人口が12.8%であるのに対し65歳以上の老年人口が26％と、少子高齢化が進んでいます。自動車保有台数はほぼ横ばいで、乗用車や軽自動車が増加傾向にあります。また、町内を訪問する観光部門の状況は、夏期に最も多く、県内の日帰り客が多くなっています。
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	年齢別人口の推移

（統計にゅうぜん（国勢調査）より）
	用途別自動車台数の推移

（統計にゅうぜん（北陸信越運輸局富山運輸支局）より）


【産業特性】

　産業構造は、サービス業や卸・小売・飲食業などの第3次産業が年々増加しており、製造業等の第2次産業は減少傾向にあります。第1次産業である農林水産業も昭和期に比べ減少していますが、平成12年からはわずかに増加しました。そのうち農業に注目してみると、生産額の約86%を米が占めています。
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	入善町の産業大分類別就業者数の推移

（統計にゅうぜん（国勢調査）より）
	農業産出額の内訳

（農業所得統計より）


2. エネルギー需給量と二酸化炭素排出量

【エネルギー需給構造】

種類別エネルギーの消費量と、エネルギー源別の構成比を見ると、電力が最も高く、ガソリン、灯油、LPGと続いています。特に電力とガソリンは他のエネルギー源と比べ、大きな割合を占めています。また、本町は都市ガスの提供がないため、LPGの消費も高くなっています。

部門別のエネルギー消費量を見ると、産業部門の消費が最も大きく、運輸、民生（業務）、民生（家庭）となっています。
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	種類別エネルギーの消費量
	エネルギー源別の構成比
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	部門別のエネルギー消費量
	消費部門別の構成比


【二酸化炭素排出量】

　エネルギー起源別の二酸化炭素排出量を見ると、エネルギー消費の多少に伴って、排出量も電力、ガソリン、灯油の順に多くなっています。特に電力起源の排出量が占める割合が高くなっています。

　消費部門別の二酸化炭層排出量を見ると、最大は産業部門ですが、続いて民生（産業）、民生（家庭）、運輸となっています。これらの結果から、電力利用分野への新エネルギー導入を進めてゆくことが二酸化炭素排出量削減に効果的であると考えられます。
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	種類別エネルギー起源の二酸化炭素排出量
	エネルギー起源別の二酸化炭素排出量の構成比
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	消費部門別のエネルギー起源二酸化炭素排出量
	消費部門別の二酸化炭層排出量の構成比


注.1）エネルギー需給量の算出は、地球温暖化対策地域推進計画策定ガイドライン（H19,3　環境省）の算出方法に従って按分した。按分による誤差を含むことに注意が必要。

注.2）今後、現在調査中の町内石油製品販売店等による販売実績などと比較し、精度向上を図るため、最終的な確定値ではない。
3. 新エネルギー利用可能量

【利用可能量算出のために】

　本町で導入可能性のある、新エネルギーの利用可能量を算出しました。利用可能量の算出には賦存量と呼ばれるエネルギー量も求める必要があります。ここで賦存量及び利用可能量を以下のように定義しました。
	賦存量
	：
	利用の可否に関係なく、理論的に算出しうる潜在的なエネルギー量

	利用可能量
	：
	賦存量にエネルギー転換効率等の制約を考慮したエネルギー量

（ただし、稼働時間、稼動条件等については想定値で算出している）


対象とする新エネルギーは新エネ法（新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法；今年1月の改正をうけ、「新エネルギー」の定義が変更された）に定義される新エネルギー分類に則って、本町の地域特性を踏まえ、以下のとおりとしました。
エネルギー種類別による賦存量・利用可能量推計対象の有無

	新エネルギー種別
	推計の対象

	太陽光エネルギー

（太陽光発電、太陽熱利用）
	○

	風力エネルギー
	○

	バイオマスエネルギー

（食品廃棄物、木質資源、農業廃棄物、下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥、廃食用油）
	○

	温度差エネルギー

（海洋深層水冷熱利用）
	○

	雪氷冷熱エネルギー
	○

	水力エネルギー*1)

（マイクロ水力発電）
	○

	地熱発電*2)
	×


　　　　*1)水力エネルギー（水力発電）は、1000kWh以下の中小発電に限る。

　　　　*2)地熱発電は、バイナリ方式に限る。本町では、黒部川扇状地の地下を流れる地下水が豊富であり、利用可能な地熱を得ることが困難と判断し、対象外とした。

【各新エネルギーの利用可能量】

　本町における新エネルギー種類別の利用可能量は以下の通りです。

熱利用では太陽光熱利用が最も大きく、続いて農業廃棄物、食品廃棄物となっています。その次には、本町で汲み上げている海洋深層水を利用した温度差エネルギー利用が続いています。

　発電利用の場合、最も利用可能量が多いのがマイクロ水力となっており、本町の特徴でもある豊かな水の利用が効果的と考えられます。続いて太陽光発電、風力発電と続いています。
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【熱利用の場合】
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入善町の新エネルギー利用可能量

入善町の利用可能量と世帯使用量換算

	
	賦存量*1)
（GJ/年）
	利用可能量*1)

	
	
	熱利用の場合
	発電利用の場合

	
	
	利用可能量
（GJ/年）*2
	世帯熱量
使用量換算
（世帯）*3)
	利用可能量
（MWh/年）*2)
	世帯電力
使用量換算（世帯）*4)

	太陽エネルギー
	太陽光発電
	315,520,700 
	－
	－
	48,913 
	8,660 

	
	太陽熱利用
	－
	241,390 
	9,857 
	－
	－

	風力発電
	1,597,001 
	－
	－
	28,443 
	5,036 

	バイオマス
	食品廃棄物（メタン発酵）
	6,770 
	49,258 
	2,012 
	3,801 
	673 

	
	下水汚泥
	18,614 
	14,891 
	608 
	1,034 
	183 

	
	し尿・浄化槽汚泥
	1,280 
	1,024 
	42 
	71 
	13 

	
	木質資源（直接燃焼）
	41,233 
	12,636 
	516 
	435 
	77 

	
	農業廃棄物
	196,676 
	131,963 
	5,389 
	8,279 
	1,466 

	
	廃食用油(BDF)
	－
	2,352 
	96 
	－
	－

	
	畜産廃棄物
	3,731 
	172 
	7 
	12 
	2 

	温度差エネルギー
	30,296 
	24,237 
	990 
	1,267 
	224 

	マイクロ水力発電
	13,752,671 
	－
	－
	87,355 
	15,467 

	雪氷冷熱利用
	1,719,515 
	1,267 
	52 
	　
	　

	合計
	331,168,972 
	477,924 
	19,517 
	179,177 
	31,724 


*1)賦存量、利用可能量は、導入・運用コストを考慮していない値であり、導入目標等の設定に際しては、現実に導入可能な量を十分に検討する必要がある。

*2)GJはギガジュール。ＭＷhはメガワットアワー。ここでG（ギカ）は十億、M(メガ)は百万を表す。

*3)各新エネルギーの利用可能量をすべて導入可能と仮定し、熱としてどれだけの世帯数が賄えるか推計した。尚、1世帯あたりの平均的な熱使用量（ガス、灯油）は26,062MJとした（出典：エネルギー経済統計要覧「2000年度エネルギー源別世帯あたり熱量」）。

*4)各新エネルギーの利用可能量をすべて導入可能と仮定し、電力としてどれだけの世帯数が賄えるか推計した。尚、1世帯あたりの平均的な電力使用量は5,592kWhとした（出典：エネルギー経済統計要覧「2000年度エネルギー源別世帯あたり熱量」）。

*5)廃食用油は、バイオディーゼル燃料（BDF）としての利用を仮定し、燃料利用可能量を（熱量換算値、固有単位）を算出した。

新エネルギー導入に伴う二酸化炭素期待削減量

	　
	熱利用の場合
	発電利用の場合

	
	期待減量
（t/年）
	比較対象
エネルギー
	期待削減量
（t/年）

	太陽エネルギー
	太陽光発電
	－
	－
	22,353 

	
	太陽熱利用
	16,374 
	灯油
	－

	風力発電
	－
	－
	12,999 

	バイオマス
	食品廃棄物（メタン発酵）
	3,341 
	灯油
	1,737 

	
	下水汚泥
	1,010 
	灯油
	473 

	
	し尿・浄化槽汚泥
	69 
	灯油
	33 

	
	木質資源（直接燃焼）
	857 
	灯油
	199 

	
	農業廃棄物
	8,951 
	灯油
	3,784 

	
	廃食用油
	160 
	軽油
	－

	
	畜産廃棄物
	12 
	灯油
	5 

	温度差エネルギー
	1,644 
	灯油
	579 

	マイクロ水力発電
	－
	－
	39,921 

	雪氷冷熱利用
	86 
	灯油
	－

	合計
	32,419 
	－
	81,884 


二酸化炭素排出係数

	エネルギー源
	単位
	値

	軽油*1)
	ｇCO2/MJ
	68.6 

	灯油*1)
	ｇCO2/MJ
	67.8 

	電力*2)
	kgCO2/kWh
	0.457


*1)地球温暖化対策地域推進計画策定ガイドライン（平成19年3月；環境省）

*2)北陸電力による温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度での平成20年度報告書での利用係数。






